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I盆m間保育園は、昭和29年 6月八木沢地区の法倫寺の境内に園児数75名で開園、同49年 5月に

|百l地 区の 「たんは」にかこまれた静かな環境のところへ新築移転しました。

国児は、地域の状況の変化から年々減少し、現在37名と大変家庭的な保育園となりました。

秒、鈷山が一 目で見わたせる園庭では、この 4月入園した園児たちも元気いっぱい遊び、一日一

日みんなとかかわりあいながら、友達関係を深めている今日このごろです。(塩田西保育園長)
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市民の動き
( 4月 l日土'Ji約一)

総人口 109，265人 ( -225) 

男 53，195人 ( -136) 

女 56，070人 (-89) 

世帯数 31，758世帯(一104)

()内は前月比です。
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子
供
た
ち
が
安
心
し
て
元
気
に
勉
強
や
運
動
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
目
指

す
と
と
も
に

、
市
街
地
周
辺
の
住
宅
化
が
進
行
、
人
口
の
ド
ー
ナ

ツ
化
現
象
に

よ
る
生
徒
の
増
加
に
対
処
す
る
た
め
、
学
校
教
育
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
四
十
八
年
以
降
、
五
十
二
年
度
ま
で
に
塩
尻
小
学
校
、
川
辺
小
学
校
、

神
川
小
学
校
(
管
理
棟
を
除
く
)
の
教
室
棟
、
管
理
棟
な
ど
ほ
ぼ
全
校
舎
が
完

成
、
五
十
三
年
度
で
は
、
神
科
小
学
校
、
曲
豆
殿
小
学
校
、
東
塩
田
小
学
校
、
中
塩

田
小
学
校
の
教
室
棟
の
工
事
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
五
十
四
年
度

以
降
に
は
、
東
塩
田
小
学
校
、
中
塩
田
小
学
校
、
神
科
小
学
校
、
西
小
学
校
、

北
小
学
校
な
ど
を
対
象
に
校
舎
の
増
改
築
を
行
う
計
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
校
舎
の
近
代
化
に

十
億
四
千
万
円
を
注
ぐ

〈
刊
年
度
(
J

臼
年
度
〉

小
学
校
校
舎
の
改
築
は
、

昭
和
初
期

以
前
に
建
て
ら
れ
た
校
舎
が
多
く
、
老

朽
化
し
危
険
校
合
に
な

っ
て
き
た
た
め

と
、
人
口
が
急
激
に
増
、
え
た
地
域
の
小

学
校
校
合
の
明
築
を
図
リ
、
校
舎
の
近

小中学校の校舎整備

新しい
教室で元
気に勉強
する神川小
の|年生、
を除いて

べての校舎(普
通教室27、音楽室、
図書室など)が木造
から鉄筋コンクリー卜
に生れかわりました。

え'】

「ハーイ」
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新しい教室で元気よく

~ 766号』

新
し

い
校
舎
(
写
真
左
、
普
通
教
室

九
な
ど
)
が
姿
を
現
わ
し
、

古

い
校

舎
と
時
代
の
流
れ
の
対
象
を
見
せ
て

4

司い

み
伸
祖
国
広

霊
ー

代
化
と
各
施
設
の
充
実
を
目
指
し
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

す
で
に
予
定
し
て
い
た
校
合
が
完
成

し
た
塩
尻
小
学
校
、

川
辺
小
学
校
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
七
小
学
校
の
校
舎
増

改
築
事
業
に
、
四
十
八
年
度
か
ら
五
十

二
年
度
ま
で
に
約
十
億
四
千
万
円
の
建

設
費
い
か
注
が
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

子
供
た
ち
が
の
び
の
び
と
勉
強
し
、
元

気
い

っ
ぱ
い
運
動
が
で
き
る
教
育
施
設

普
通
教
室
三
+
教
室
の
ほ
か
、
視
聴
覚
教
室
、

理
科
・
図
書
室
な
ど
す

べ
て
の
教
室
が
近
代
的

な
新
し
い
教
室
に
生
れ
か
わ
っ
た
川
辺
小
学
校

‘
 

司
監設普五
Fさ通十
れ教一
、室年

今回度
年 、に

も特新
教別校
室教舎
市棟室一
一四棟
棟 ~
がが写
建建真

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
五
十
三
忽
度
に

は
、
約
二
億
五
千
万
円
を
費
し
て
神
科

豊
殿
、
東
塩

田
、
中
塩
田
各
小
学
校
の

校
舎
増
改
築
を
図
る
な
ど
、
毎
年
計
画

的
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

全
校
舎
完
成
の

川
辺
・
塩
尻
・
神
川
小

川
辺
小
学
校
は
、
五
十
二
年
度
に
行

っ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
、

延
面
積
六
百
八
十
平
方
日
の
教
室
棟
、

鉄
骨
平
屋
建
て
の
屋
内
体
育
館
拡
張
の

完
成
に
よ
り
、
四
十
三
年
度
か
ら
実
施

し
て
き
た
校
合
の
増
改
築
工
事
が
終
り

ま
し
た
。

神
川
小
学
校
も
、
五
十
二
年
度
に
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
延
面
鞘

一
千
三
百
五
十
平
方
山
の
教
室
が
完
成

し
た
こ
と
に
よ
り
、
四
十
六
年
度
か
ら

実
施
し
て
き
た
校
舎
の
増
改
築
工
事
が

終
了
し
ま
し
た
。

塩
尻
小
学
校
は
、
五
十
年
度
ま
で
に

予
定
し
て
い
た
校
舎
の
増
改
築
工
事
が

終
了
し
て
い
ま
す
。

こ
の
三
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
近
代
的
な

校
舎
に
生
れ
か
わ
り
、
明

る
く
き
れ
い

な
教
室
で
児
輩
た
ち

が
元
れ
い

っ
ぱ
い

勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

豊
殿

・
神
科

・
東
塩
田

中
塩
田
小
も
順
調
に
進
む

間
礼
桝
町
小
山
子
校
は
、
九
卜
三
年
込
月
に

完
成
が
予
定
さ
九
て
い
る
、
鉄
筋
コ
J

7
リ
|
ト
二
階
建
て
、
延
岡
山
F
七・
hn
寸

千
万
ー
の
教
hhr
悼
の
工
事
か
終
る
と
阿
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新
し
い
牧
舎
(
写
真
左

、
普
通
教
室

九
な
と
)
が
姿
を
現
わ
し
、
古
い
校

舎
と
時
代
の
流
れ
の
対
象
を
見
せ
て

4

司
い
る
中
塩
田
小
学
校

え

h
F
五
月
に
最
後
の
教
室
棟

(
写
真
)
が

完
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
レ
ハ
ブ

教
室
な
ど
で
の
不
自
由
な
学
校
生
活

か
ら
開
放
さ
れ
る
の
も
、
も
う
わ
ず

か
の
豊
殿
小
学
校
。
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栄
養
を
考
え
た
楽
し
い
給
食

米
飯
給
食
を
取
り
入
れ

市
内
全
小
・
中
学
校
で
四
月
か
ら

米
の
増
収
が
続
い
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、

消
費
量
が
伸
び
悩
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
学
校
給
食
も
パ
ン
だ

け
で
な
く
ご
飯
も
取
り
入
れ
て
、
バ
ラ

エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
食
事
内
容
に
し
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
還
が

高
ま

っ
て
、
最
近
、
米
飯
給
食
を
取
り

入
れ
る
学
校
が
全
国
的
に
増
、
え
て
き
ま

し
た
。

上
田
市
で
も
、
こ
の
取
り
入
れ
に
つ

い
て

い
ろ
い
ろ
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し

た
が
、
四
月
か
ら
市
内
の
全
小
、
中
学

校
で
米
飯
給
食
を
は
じ
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

学
校
給
食
は
、
成
長
期
に
あ
る
児
童

生
徒
の
体
に
必
要
な
カ

ロ
リ
ー
と
、
栄

砂
校の今
教年
室鉄
棟筋
がコ
建 ン
設 ク
さリ
れ|
る卜
神二
科階
小建
学て

養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
し
か
も
好
み

‘ 設設普五ささ 通十
れれ教ー
る 、室年

東今回度
塩年 、に

回 も特新
小教男1)校
学室教舎
校棟室一
一四棟
棟 ~
がが写
建建真

に
合

っ
た
魅
力
あ
る
給
食
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
飯
は
、
土
日
か
ら
わ
た

し
た
ち
の
好
み
に
合
っ
た
一
番
お
い
し

い
食
物

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
パ
ン
に
比
較
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
や

ビ
タ
ミ
ン

A
-
B
な
ど
の
栄
養
が
欠
け

て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
十
分
に
考
、
え

た
う
え
で
献
立
を
作
り
、
楽
し
い
給
食

を
し
な
が
ら
正
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ

け
て
も
ら
お
う
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

炊
飯
は
「
委
託
方
式
」
に
し
て
、
と

り
あ
え
ず
月
、
一

1
二
回
行
い
、
将
来

は
週
二
回
ぐ
ら
い
に
増
や
し
て
行
く
方

針
で
す
。

有

ク
リ
|
ト
二
階
建
て
、
延
出
制
じ
行
卜

平
方
灯
の
教
室
崎
怖
の
工
事
が
終
る
と
四

十
九
年
度
か

ら
笑
施
し
て
き
た
校
舎
の

近
代
化
が
完
了
し
ま
す
。

神
科
小
学
校
、
東
塩
田
小
学
校
、

中

塩
田
小
学
校
も
、
五
十
三
年
度
に
そ
れ

ぞ
れ
鉄
筋
コ

ン
ク

リ
ー
ト
二
階
建
て
、

ま
た
は
三
階
建
て
の
教
室
棟
を
建
設
す

る
な
ど
、
各
小
学
校

の
校
舎
の

近
代
化

が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
音
楽
室
・
一
中
体
育
館
な
ど

中
学
校
の
充
実
も
図
る

小
学
校
校
舎

の
整
備
と
と
も
に
、
中

学
校
の
施
設
充
実
も
着
々
と
進
め
て
い

ま
す
。

五
十
一
年
度
に
は
、
第
三
中
学
校

へ

鉄
骨
平
屋
建
て
、
面
積
百
六
十
平
方
灯

の
音
楽
室
、
第
四
中
学
校
へ
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
、
延
面
積
四

百
九
十
五
平
方
灯
の
教
室
棟
と
鉄
骨
平

屋
建
て
、
面
積
百
七
十
平
方

μ
の
音
楽

室
を
、
第
一

中
学
校
へ
、
鉄
筋
コ

ン
ク

リ
ー
ト
平
屋
建
て
、
面
積
三
百
平
方
幻

の
体
育
館
を
総
工
費
一
億
二
百
七
十
九

万
円
を
費
し
て
建
設
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
五
十
二
年
度
で
は
、
第
一
中
学
校

へ
鉄
骨
平
屋
建
て
、
面
積
百
七
十
一
平

方
灯
の
音
楽
教
室
を
一
千
五
百
六
十
三

万
円
を
費
し
て
建
設
す
る
な
ど
、
中
学

生
が
安
心
し
て
勉
強
や
運
動
に
親
し
め

る
よ
う
計
画
的
に
施
設
の
充
実
を
図

っ

て
い
ま
す
。
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5 水ぎた
言のはく
S ム
t ダ時食
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S まるの
宮すう洗
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塁最なた多然
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事雑望水が活
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量水のなか水
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5売分ら か放二月
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l副の洗た く最か

2kgすつl臼2回 lkgすっl日4[01

年間十先たく数 720回 1，440[01 

1固め洗た くで

使う水量 150 e 122 e 
洗剤の量 45 g 35 g 

電 力 量 67 W h 60 W h 

1年間で

使う水量 108m' 176m' 

洗剤の量 32.4kg 50.4kg 

電力 量 48.2KW h 86 .4KW h 

1年閉め経費 24，784円 42，048円

えつ_~ 766号 (草稿縦割一一広報

洗たくは

まとめて洗いましょう

標準小作料が変わります
53年度から 「小作料の標準価格」が

変わり ます。
この改訂は、 45年 10月 1日施行され
t' r改正農地法」により、農地の賃貸
告の小作料は、当事者聞の自由な契約
により 決めることができますが、貸手
と借手の利害関係から問題が起こるこ

とが考えら れます。
そこで契約を結ぶときの目安になる
「小作料の標準価格」を法の定めによ

り、農業委員会が決めることにな って

います。
市農業委員会では、 50年に「小作料
の標準価絡」を決めましたが、その後
の経済事情の変化などにより、今回、

下表のよう に改言Iしました。
また、現在、統制が継続 (49年 9月

30日以前の賃貸借)している小作地も
55年9月30日かぎりで、小作料の統制
はすべて廃止されて標準小作料となり

ます。

小作料標準価格(10a当り)

ま
た
、
ち
ょ

っ
と
し
た
配
慮
、
す
す

ぎ
の
前
に
脱
水
し
て
か
ら
「
た
め
す
す

き
」
す
る
と
、
す
す
ぎ
に
使
う
水
の
量

を
か
な
り
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

洗
た
く
機
で
洗
う
場
合
は
、
な
る
べ

く
少
な
い
回
数
で
適
量
を
ま
と
め
て
洗

う
と
効
率
的
で
す
。

上
の
表
の
実
験
結
果
に
よ
る
と
、
洗

た
く
物
二
均
を
一
回
で
洗
っ
た
場
合
と

一
同
づ
っ
二
回
に
分
け
て
洗

っ
た
場
合

で
は
、
一
年
間
で
約
一
万
七
千
円
も
の

差
が
で
ま
す
。

水
源
の
汚
染
防
止
の
た
め
に
も

洗
剤
の
使
い
方
を
も
う
一
度

見
直
そ
、っ

農 地の 区分 標準小作料

回
580旬以上 26，000円

2， 550kg以上 23，000 
の
3 520kg以上 20，000 

部
4， 480kg以上 15，000 

畑
上 11，000 

の 中 8，000 
昔日

下 6，000 

~!也の先賀、 貸{昔 、 交換等はま づ農業委
員に相ぶしてみまし ょう e

あなたの国民年金

その⑨

さ
れ
た
水
が
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
洗
た
く
、
食

器
洗
い
な
ど
に
使
う
洗
剤
な
ど
、
わ
だ

く
し
た
ち
の
生
活
態
度
を
も
う
一
度
見

直
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。
(
お
わ
り
)

資源活用

広場を開設
〈市役所駐車場で

将来、老齢年金が受けられる人は、
昭和 5年 4月 2日以降に生れた人で、
25年間保険料を納めていただくことに
なっていま す。

しか し、特例により、昭和 5年 4月
1日以前に生れた人は、年齢により、
保険料を納める期聞が10年から24年間
となっています。 また、サラリーマン
の奥さんのように、任意加入の人は、
l年以上保険料を納めれば老齢年金が
受け られます。

くわしく は、国保年金課国民年金係
へお問合せく ださい。
(ft@4100内線284有線②0711) 

み
な
き
ん
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

を
と
お
し
て
子
供
の
健
康
を
考
え
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
勢

午前10時カ、ら〉

し
ま
す
の
で
、
皆
き
ん
大
勢
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

出
品
の
受
付
は

午
前

8
時
初
分

1
同
叩
時

不
用
品
な
ど
を
出
品
さ
れ
る
市
民
の

皆
さ
ん
、
受
付
は
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
同
十
時
ま
で
で
す
。
必
ず
受
付
時

間
内
に
品
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

お
閉
会
せ
M
H
市
民
課
生
活
係
(
宮
@
四

一O
O
)

不
用
品情
報
コ
ー
ナ
ー

〈
ゆ
ず
り
ま
す
〉

V
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
ス
ト

ッ
カ
l
v

カ
ー
ペ
ッ
ト

(
U
畳
)
V
製
め
ん
機

V

足
踏
ミ
シ
ン
=
一
台
V
乾
燥
機

V
ダ
ブ

ル
ベ
ッ
ド

V
ベ
ビ

l
パ
ス

V
婦
人
用

自
転
車
V
ビ
ニ
ー
ル
レ
ザ
ー
イ
ス

V

ベ
ル
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
機

V
リ

ッ
カ
ー

編
機
V
バ
ー
ナ
ー
付
ポ
リ
パ
ス

V
バ

イ
ク
防
∞
・
制
∞

V
軽
自
動
車
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
四
本
付
。

掲
載
品
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
。

〈
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
〉

'v和
裁
用
裁
断
台
V
子
供
用
自
転
車

(
六
歳
と
十
歳
用

)

V
ベ
ビ
ー
カ
ー

V
ガ
ラ
ス
戸
付
書
ダ
ナ

V
テ
ー
ブ
ル

V
卓
球
台

V
ベ
ビ

l
ベ
ッ
ド
V
乳
母

車
V
学
習
机

V
二
段
ベ

ッ
ド
V
三
歳

l
五
歳
用
衣
料

〈
お
問
合
せ
V

市
民
課
生
活
係

(
含
③
四

-
0
0
)

康
度
測
定
を
受
け
ま
し
ょ
う。

市
で
は
、
市
民
の
皆
き
ん
大
勢
に
利
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予く保健
t 

A 

み
な
さ
ん
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

虫
歯
予
防
に

歯
科
衛
生
士
を
配
置

8ページ)

最
近
、
低
年
齢
児
の
虫
歯
の
増
加
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、
こ
れ
ら
乳
幼
児
の
虫
歯
予
防

を
は
じ
め
、
子
供
た
ち
の
歯
を
虫
歯
に

さ
せ
な
い
た
め
、
保
健
予
防
課
に
歯
科

衛
生
士
を
置
き
「
虫
歯
対
策
」
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
、
次
の
事
業

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

V

「
歯
を
守
る
」
組
織
の
育
成
企

こ
の
組
織
は
、
各
自
治
会
の
母
子
保

健
推
進
員
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
虫
歯
予
防
に
関
心
を
お
持
ち

の
お
母
さ
ん
方
と
勉
強
会
を
開
く
な
ど

し
て
、
虫
歯
予
防
の
指
導
を
行
っ
て
行

き
ま
す
。
虫
歯
予
防
に
関
心
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
お
母
さ
ん
方
は
「
保
健
予
防

特
集
」
最
終
べ

l
ジ
の
母
子
保
健
推
進

員
き
ん
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

(5ページ

三歳児検診の歯の検査。

四月カ、ら始まった|歳半

兜検診時にも行います。

運
動
不
足
、
社
会
生
活
で
の
ス
ト
レ
ス

栄
養
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
よ
っ
て

知
ら
な
い
う
ち
に
む
し
ば
ま
れ
て
い
ま

す
。県

総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最
新

式
の
自
動
分
析
装
置
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
使

っ
て
、
皆
さ
ん
の
健
康
状
態
と

体
力
を
合
せ
た
「
健
康
度
」
を
能
率
的

精
密
に
測
定
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
皆
さ
ん
が
日
常
生
活
で

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
健
康
を
維
持
増
進

で
き
る
か
、
医
師
、
栄
養
士
、
運
動
指

導
員
、
保
健
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
く
わ
し
く
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

検
査
や
指
導
ゆ
、
そ
の
自
の
う
ち
に

終
り
、
く
わ
し
い

「
健
康
度
測
定
成
績

表
」
を
持
ち
帰
れ
ま
す
の
で
、
健
康
を

保
?
っ
、え
か
ら
も
、
同
セ
ン
タ
ー
で
健

V
子
供
の
歯
を
{
寸
る
会
企

こ
の
会
は
、
東
信
歯
科
衛
生
士
会
上

回
支
部
で
行
っ
て
い
ま
す
。
虫
歯
予
防

あなたの健康度を

県総合健康センターで

検査してみよう

く交通費検査料を市が補助〉

あ
な
た
は

「
私
は
健
康
で
あ
る
U

と

自
信
を
持

っ
て
言
え
ま
す
か
。

私
た
ち
の
健
康
は
、
日
常
生
活
で
の

/ 

を
と
お
し
て
子
供
の
健
康
を
考
え
る

こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
勢

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。

-v筑幼
児
、
妊
婦
検
診
時
の
歯
科
相
談

a

v保
育
園
、
学
校
巡
回
指
導
企

V
母
子
歯
科
窓
口
相
談
企

市
役
所
保
健
予
防
課
の
保
健
相
談
室

で
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
か
ら
十
一
時

三
十
分
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

l
保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

(
宮
@
四
一
O
O
内
線
二
九
O
有
線

②

O
七
二
二

康
度
測
定
を
受
け
ま
し
ょ
う。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
大
勢
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
交
通
費
や

検
査
指
導
料
を
補
助
し
て
い
ま
す
の
で

次
に
よ
り
気
軽
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

〈
検
査
の
申
込
方
法
〉

市
役
所
保
健
予
防
課
か
、
県
総
合
健

康
セ
ン
タ
ー
へ
〉
あ
な
た
が
希
望
す
る

受
診
月
日
を
電
話
か
は
が
き
で
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
申
込
み
は
希

望
日
の
一
か
月
前
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
検
査
す
る
と
こ
ろ
〉

長
野
県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
(
長
野

市
大
字
若
里
字
桑
ノ
木
島
一
五
七
O
l

一
。
宮
長
野
@
O
八
二
一
@
O
八
二
六
)

〈
検
査
内
容
〉

尿
検
査
、
血
液
生
化
学
検
査
、
血
液

一
般
検
査
、
胸
部

z
線
嫌
影
、
視
力
検

査
、
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
肺
機
能

検
査
、
聴
力
検
査
、
心
電
図
検
査
、
体

力
測
定
、
心
音
図
検
査
。

〈
セ
ン
タ
ー
利
用
料
金
〉

医
学
的
検
査
と
体
力
測
定

1
五
千
六

百
円
の
う
ち
市
が
一
千
円
補
助
し
ま
す
。

医
学
的
検
査
の
み

1
四
千
九
百
円
の

う
ち
市
が
一
千
円
補
助
し
ま
す
。

〈
補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
人
〉

三
十
五
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
人

で
、
次
に
該
当
す
る
人
は
補
助
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

ー
、
社
会
保
険
の
被
保
険
者
。

2
、
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
助
成
制

度
の
あ
る
人
。

〈
補
助
を
受
け
る
手
続
き
〉
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県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
検
査

自
の
確
定
通
知
書
が
き
た
ら
、
市
役
所

保
健
予
防
課
へ
、
印
鑑
を
持
参
し
て
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い

。

〈
交
通
貨
が
受
け
ら
れ
る
人
〉

三
十
五
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
人

で
、
県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
で
受
診
し

た
人
。
〈
交
通
貨
の
範
囲
v

県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
の
送
迎
車
の

料
金
で
す
。
そ
の
他
の
交
通
機
関
を
利

用
し
た
場
合
は
、
同
セ
ン
タ
ー
送
迎
車

の
料
金
の
範
囲
内
で
支
給
し
ま
す
。

〈
手
続
+
刀
法
〉

市
で
発
行
す
る
交
通
費
支
給
申
請
書

へ
、
県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
の
受
診
証

えつー第 766号 (草苑鋭綴朝一一一広報

献
血
に
ご
協
力
を

5
月
7
日
間
海
野
町
日
曜
広
場

五
月
七
日
間
、
海
野
町
日
曜
広
場
へ

長
野
県
赤
十
字
セ
ン
タ
ー
の
採
血
車
が

き
て
、
献
血
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
ず
。

私
た
ち
は
い
つ
ど
こ
で
不
慮
の
災
難

に
あ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
け
っ
し
て

他
人
ご
と
と
片
づ
け
ら
れ
る
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
の
善
意
の

献
血
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
献
血
で
き
る
人
〉

l
、
満
十
六
歳
以
上
、
六
十
五
歳
ま
で

の
人
。

つ

を守るた

「三歳

理やそ

は前ベー

り、 気軽

fごさ L、

皆さんは

明
書
を
添
、え
て
市
役
所
保
健
予
防
課
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

。
た
だ
し
、
集

団
受
診
の
場
合
は
、
市
が
直
接
同
セ
ン

タ
ー
へ
支
払
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

受
診
す
る
人
が
は
か
か
ら
交
通
費
の

補
助
を
受
け
る
場
合
は
、
支
給
申
請
は

で
き
ま
せ
ん
。

受
診
す
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
婦

人
会
、
自
治
会
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
集

団
検
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係

(
宮
@
四
一

O

O
内
線
二
八
八
・
二
八
九
有
線
②

O
七

一
一
一
)

2
、
前
回
の
採
血
よ
り
一
か
月
以
上
た

っ
て

い
る
入
。

3
、
過
去
六
か
月
以
内
に
妊
娠
し
た
こ

と
の
な
い
人
。

4
、
現
在
病
気
に
か
か

っ
て
い
な
い
人

献
血
し
て
お
く
と
、
も
し
保
存
血
液

が
必
要
な
と
き
に
は
、
献
血
手
帳
に
よ

り
優
先
的
に
保
存
血
液
が
供
給
き
れ
ま

す。
一
固
め
採
血
量
二
百
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル

は
当
日
の
仕
事
に
は
支
障
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
献
血
の
日
時
〉

五
月
七
日
側
、
受
付
時
間
午
前
十
時

か
ら
十
二
時
。
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

同
四
時
ま
で
。

〈
献
血
の
場
所
〉

海
野
町
日
曜
広
場
公
会
堂
前
。

ページの

、最寄り

Fごさし、。

は、下表

団母親

センタ

次べ一

喝お気軽

日程表

I也区名 相談日 時 間 場 所

市内 毎 日 勤務時間中 市役所内保健相談室

豊殿 毎週月曜日 午前 9: 30-11 : 30 市豊殿支所

神料 11 11 上野が丘公民館

塩田 11 11 塩田解放会館

塩尻 毎月雲;火曜日 11 上塩尻公民館

秋和
毎月第第42火曜日 11 秋和公民館

川辺 毎週火曜日 11 )11 辺町会館

泉田 毎月第 1火曜日 11 E ヨ 回 公民館

毎月第 1金曜日 11 みすず台北第 1集会所

第第第第 1 月曜日
大量岩三下屋木公J公 民E民 館E 館神川 毎月 2 11 午後 1: 30-3 : 30 3 11 

4 11 

城下 毎月第第31月曜日 午前 9: 30-11 : 30 城南解放会館

川西 1/ H 川西社会福祉センター

市内 毎月第第42金曜日 11 老人福祉センター

西塩田 毎月第2月曜日 午後 1: 30-3 : 30 東前山同和地区集会場

別所 毎月第3月曜日 H 別 所公民館

東塩田 毎月第 1月曜日 1/ 鈴 子公民館

健康相談三歳児健康診査日程表

会場名 上セ田ン市タ健康ー
市塩田母子 市川西社会

健康セ ンター 福祉センター

:: 塩尻川辺 東部南部泉田神川 中央北部 塩回全区 川西全区

神科豊殿 西部城下

50年 4月生 49年7-12月生
53年5月

11日 25日 26日

6月
50年 5月生 50年5・6月生

15日 28日 29日

7月
50年 6月生

13日 20日

50年 7月生 50年7・8月生
8月
4日 10日 31日

卜一一一ー

9月
50年 8月生

14日 29日

10月
50年 9月生 50年9・10月生

2日 26日 27日

11月
50年10月生 50年1-6月生

9日 16日 10日

12月
50年11月生 50年11・12月生

8日 15日 22日

54年l月
50年12月生

11日 18日

2月
51年 1月生 51年 1・2月生

9日 15日 28日

3月
51年 2月生

'-
8日 23日

。当日書E合の悪い人は翌月の検診日にお出かけください。
0時間'i~ 、ずれも午後 1時30分-2時30分まで受付

日平呈

ンター

セン ター

-4時
2四
月17日

月4日

月31日

5回
月 7日

月25日

月21日

定・血

目液検査

illlJ. ~. 
の相談

: 30 

月16日

月22日

月15日

月16日



だ一一(貯説脇) 第 766号一

! 市は、市民の皆さんの健康を守るた

;め 「健康相談」や「乳児検診J r三歳

i児検診」などを行っています。
i 一般市民の皆さんで、健康管理やそ
{の方法に ついて相談したい人は前ぺ-

iジの「健康相談日程表」によ り、 気軽
:に最寄り の会場へお出かけ ください。

1 小さなお子さ んをお育ての皆さんは

;下表の「乳児検診日程表」前ページの

: 「三歳児検診日程表」により、最寄 り

!の会場へお子さんをお連れ ください。

! 塩田地区の妊産婦の皆さんは、 下表
;の「塩田妊婦健康診査日程Jr塩田母親

;学級日程」により塩田母子健康セ ンタ

lーへお出かけ くださ し、。 また 、次べ-

jジの母子保健推進員の皆さんにお気軽

;にご相談ください。

無
料
相
談
室
な
ど

歯
の
健
康
を
守
る
県
民
の
集
い
開
く

〈

6
月

3
日
出
・

4
日
岡
市
民
会
館
〉

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
。

テ

1
7
1虫
歯
予
防
と
地
域

の
役
割

えヴ

健康に注意しよう
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六
月
三
日
出

・
四
日
間

の
二

日
問
、

上
回
公
園
内
の
市
民
会
館
で

「
歯
の

健

康
を
守
る
県
民
の
集
い
」
を
次
に
よ
り

聞
き
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
六
月

三
日
出
・
四
日
間
〉

マ
幼
小
児
の
歯
の
無
料
健
康
相
談
A

三
日
出
午
前
十
二
時
か
ら
午
後
四
時

四
日
間
午
前
九
時
か

ら
同
十
二
時
、

内
容

l
甑

の
検
診
、
健
康
相
談
、
虫

歯
予
防

ω
制
人
桁
場
、
よ
い
子
の
お

や
つ
展
-不
、
試
食
(
キ
ッ
チ
ン
グ
カ

l
)
義
簡
の
展
示。

相
当

l
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、

歯
科
技
工
士
、
栄
養
士
。

〈
六
月

三
日
出
v

マ
第
引
回
口
腔
衛
生
講
習
会

A

内
容
リ
学
校
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、

市
町
村
な
ど
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
入

を
対
象
と
し
た
講
習
会
で
す
。

講
師

1
宮
入
秀
夫
さ
ん
(
鶴
見
大
学

歯
学
部
教
授
)
大
谷
広
明
さ
ん

(
鶴

見
大
学
歯
学
部
助
教
授
)

〈
六
月
四
日
嗣
〉

マ
第

9
回
歯
の
健
康
を
守
る
県
民
の
集

い
ム
午
前
十
二
時
か
ら
午
後
四
時
。

内
容
H
H
母
と
子
め
よ
い
歯

コ
ン
ク
ー

ル
。
虫
歯
予
防
の
映
画
。
講
演
会
。
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
。

塩田妊婦健康診査白程

会場塩田母子健康センタ-

o毎月第 3金曜 日
午後 1 : 30-2 : 30 

4月21日 5月19日 6月16日

7月21日 8月18日 9月22日

10月20日 11月17日 12月15日

1月20日 2月16日 3月16日

0検診項目

問診・尿検査・体重視IJ定・ 血

圧illlJ定・貧血検査・血液検査
(梅毒) ・助産婦の計測・ 医

師の診察・生活、栄養の相談

歯科相談

塩田母親学級日程

塩田母子健康センタ 一

時
毎回午後 1: 30- 4時

1回 2回
1コー ス 5月10臼 5月17日

2コース 9月27日 10月 4 日

3コース 1月24日 1月31日

3回 4回 5回

5月24日 5月31日 6月 7日
10月11日 10月18日 10月25日

2月 7日 2月14日 2月21日

o内容
第 l回妊娠から出産まで(保

健婦) 第 2回妊婦体操と休

浴の笑際(助産婦) 第 3回
丈夫な歯を作るために(歯科

衛生士) 第 4回新生児と産

後の生活及び家族計画(助産

婦・保健婦) 第 5回母と子

のふれあし、(医師)

0持ち物

テキスト代 150同

筆記用具、母チ健康手帳

場
日

会

O

事L~尼健康診査日程表

会 t晶 1-.岡市健康セ ンター 市毎回支所2階 市川西悩祉センター

検2合才， 4 か月児 9 か月児 1歳 6か月児 4・9か月児 l蜘か月児 4.9か月兇 l鵬か月児

N象I也[メーI桝H凶w止!} 神川別iJE F車1H1央445 5 H北hht1部Z トl品伸MtHH4!神f11h|辺m川I中阿車部部央 域北市1部部卜I桝車包J問44神川e~1辺11|||| 中l軍h部H央1;域」市t$叩卜 盗団地区 塩田地区 川西地区 川西地区

53年l月牛一 52年8!'I牛 51年II月令 5532年年8l月月唯 5511年年1101月月生 55l1年年1101月月生
53年5月

5月16日 5月23日 5月9日

53年2月守主 52年9W主 51年12月生 i菱沼生 53年2月生
6月

~T2~-; 6月20日
53年3月

553Z年年130月月生 5包1年包12J月L生
52年9月生

5E2l年杢よ12E月1生L 
7月
53年3月七七 52年10月宅 52年1丹生 52年10月

12日 7月18日 7月25日 6月13日 7月11日

53年4月生 52年11月生 52年2月生 I~坪2年141 月同生 53年4月生

8月 53年5月
8月22日

52年11月生

9月
53年5月生 52年12月生 52年3月生 5532年年152月月生 55ZZ年年32月月生 52年12月 5522年年23月月生

9月26日 9月7日 8月8日 9月12日

53年6月生 53年l月生 52年4月生 55 33年年6I 月R生 53年6月生

10月
10月23日

53年7月

53年l月生

11月
53年7月生 53年2月生 52年5月生 5533年年72月月生 55Z2年年45月月生 53年2月 552Z年年45月月生

11月21日 11月29日 10月12日 11月14日

53年8月生 53年3月生 52年6月生 5533年年83月月生 53年8月生

12月
12月19日

53年9月

53年3月生

54年1月
53年9月生 53年4月生 52年7月生 5533年年49月月生 55ZZ年年67月同生 53年4月 55Z2年年67月同生

1月16日 1月23日 12月12日 l月9日

53年10丹生 53年5丹生 52年8月完全一 5533年年150月月生牛 53年10月生

2月

3日 I278 岩間 53年11月

53年5月生

3月I 53年11丹生 53年日月生 52年9丹生 1 55ZZ年年89月月生 53年6月 5522年年89月月生

l 日~日 .1 2日 I278 I 3月 6日 3月9日 2月13日 3月13日

。母子健康手般をお持ち〈ださ、、.時間li¥、すれも午後1時30分ー 2時30分まてでを付
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昭和53年度母子保健推進員名簿(敬称略)
母子保健推進員の皆さんは、妊婦の家庭を訪問して、妊婦の健康や育児問題の相談にのったり 、市

の保健婦と連絡を密にして、妊婦と乳幼 児などの健康の維持と病気の早期発見など幅広く活動きれて

いま す 。気軽にご相談ください。

氏 名 連 絡 先 受持自治会名 氏 名 連 絡 先 受持自治会名

桜井久子 公22-9497 踏入、泉町 塚原登子 公36-3026 みすず台北

山本みよ子 公22-8575 北常回、下常国 柳橋典子 公36-2216 みすず台北

山田秋子 公24-2555 上常国 富田ユ ミ子 公35-0699 梅が丘

大塚 初江 公23-180~ 中常国 荻原ふさ子 公35-1247 梅が丘

水沢房子 公24-6984 材木町 関 とし 公22-8647 国分、黒坪

田中 松 公23-2819 材木町 中沢和代 公22-8644有 2-2755 上堀

中沢 艶子 公23-3058 松尾町、末広町、大手町 草間勝子 公24-8062 下堀

柳沢 光子 公22-2052 南天神町、泉平 矢島 智字 有 2-2126 久保林

平野フジヨ 公24-5571 北天神町 山崎 仙 有 2-4911 畑山

藤井マサ子 公22-5848 本町、鷹匠町 中村英子 有 2-5015 伊勢山

上村茂登恵 公22一0707 横町、海野町、袋町、田町、馬場町 一之瀬二三子 公22-6713有 2-7027 長島

大脇 玲子 公22-1607公23-3382 原町、丸堀 倉島静子 有 2一7191 金剛寺、長島

佐藤 武江 公22-9558 木町、北大手 六川 りち 公24-0809有 2-6722 大久保

上原 ヨシ 公24-6993 上川原柳町 小林紀子 公27-4176有 2-6389 金井

北沢 敏子 公22-4638 下川原柳町、上川原柳町 古沢すみを 公22-1145有 2-6188 蛇沢

出野 政子 公22ー 7723 愛宕町、上鍛治町、鍛冶町 山崎美喜子 公22一7747有 2-6609 山口

青木 裕子 公22ー 0403 上房山、下房山、上紺屋町、柳町 伝固まさ江 公24-1504有 2-5587 西野竹、野竹

宮沢芳子 公22-6597 新田 湯本俊子 公27-4770有 2-5332 神科新屋、富士見台

遠藤信子 公22-5683 新田 西条智子 公27-1295有 2-5740 笹井、岩門

白井久子 公23-2470 新田 西沢とも子 公27-2094 染屋

宮島 俊子 公22-7518 下紺屋町 松沢輝代 公24-4806 染屋

小林喜代 公23-1295 西脇、鎌原 中村真津子 公24-8692有 2-3959 林之郷

柳楽米子 公22-1595 諏訪部、新町 久イ呆田 尚 有 2-3055 森、大 白木、長入、富ノ上

矢島ふさ 公23-1828 生塚 荻原はるい 公35-0736有 2-3661 町吉田、下吉田、小井田

安藤良江 公22-8860 常磐町 六川 勝子 公35-2162有 2-3581 中吉田

関口あや子 公24-5598 緑が丘 石江かね 有 2-4003 桜台

小市きみ 公22-9613 新屋 神林愛子 有 2-4575 下郷、漆戸

宮下久伊 公24-1654有 2-8009 城北 関としい 公24-9261有 2-4166 赤坂

金井普子 公23-1588 緑が丘北 渡辺磯江 公27-1767有 2-4297 矢沢

羽田とくよ 公24-5212 緑が丘西 佐藤たま志 公27-3688有 2-4788 岩清水

中沢久美子 公22-0572 三好町 斉藤ちかひ 公38-3968有7253 上手、大湯、院内、分去

片岡良子 公22-3790有 3-5434 小牧 田中八重子 公38-2205有2975 上本郷、下本郷

手塚規子 よと24一7980有 3-4775 諏訪形、須川 沓掛律子 公38-5937有2524 五加、東五加

宮下益子 公23ー 0628有 3-5055 中村、朝日が丘 神津芳恵 公38-2681有2676 五加、東五加

横関正枝 公22-9310有 3-4436 御所 小泉 史 公38-4646有3446 上小島、下小島

田中 文 公24一0372有 3-4059 中之条 倉沢美代子 公38-2313有3264 中野

西沢晴美 公23-3167 千曲町 板橋 富子 公38-2697有3791 保野

滝沢かっー子 公22-7032有 2-8633 秋和 藤沢 達子 公38-4181有4252 八木沢、舞回

中島喜久子 公23-6426有 2-8727 秋和 青地志げ子 公38-4550 学海団地、学海南

小岩井節子 公22-8349有 2-9154 上塩尻 武井道子 公38-3773有3393 学海団地、学海南

山崎きよ子 公22-3103有 2-9069 上塩尻 皆瀬明子 公38-4366有4651 石神、柳沢

梅原ヨウ子 公27-3553有 2-9709 下塩尻 清水千代子 公38-3294 鈴子、平井寺

富島 孝子 公27-5105有 3-3325 川辺町 丸山ヨ シエ 公38-3285有4974 下之郷

中村 いと 公22-5421有 3-3165 川辺町 西沢静枝 公38-3595有5308 奈良尾

塩111~ 、ずみ 公23-1358 川辺町 峰村め ぐみ 公38-2545有5497 中組、下組

金井六の 公22-5135 神畑 黒板智恵子 公38-3405有6112 十人、東前山

関 英子 公22-6331 東築地 小林きのえ 公38-3360有6298 新町 (塩田)

小沢英子 公24-2199有 3-2269 上田原(本区)下之条 小山志ず子 有6215 西前山、山田

中川文子 公24-3599 倉升 吉野多満貴 公38-4329有6453 手塚、野倉

清水秀子 公27-0637有 3-2433 築地 小林とり子 有2137 仁古田

中沢 峰子 有 3-1267 吉田、 福田 戸島記和子 公31-2265有2193 問

上野好子 公22-5022有 3-1308 上半過、下半過、 山口 柏木時子 公31-2722有2560 浦野、越戸

土井サヨ子 公35-0365 大屋 大井美南江 公31-3171有3672 藤之木

111名直子 公35ー 0731 大屋 清水澄子 公31-8234有3527 上室賀

太田幸子 公35-0454 岩下 山崎 美枝 公31-2436有3118 下室賀

尾崎智子 有 2-2021 上青木、下青木 久松 満江 公38-8276有 3-1682 小泉

青木きん子 公35-1326 みすず台南 柳沢 由子 公32-8410有 3-1883 小泉

竹内昌江 公24-8586有 2-2401 上沢

~ 766号ー

国
体
開
催
の
当
日
、
市
内
の
お
年
寄
り

全
貝
の
心
づ
く
し
の
花
が
、
全
国
か
ら

参
加
す
る
各
選
手
に
暖
か
く
ほ
ほ
え
み

謀
総

年
寄
り

の
心
意
気
を
お
見
せ
し
ま
す
」

と
自
信
と
熱
意
の

ほ
ど

を
-
語
っ
て

い
ま

し
た
。
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今
年
は
、
冬
季、

夏
季
、
秋
季
大
会

の
全
種
目
が
県
下

一
円
で
行
わ
れ
る
国

民
体
育
大
会

「
や
ま
び
こ
国
体
」
の
年

で
す
。
す
で
に
終

っ
た
冬
季
大
会
の
ス

キ
ー
、

ス
ケ
ー
ト
で
県
選
手
は
め
ざ
ま

し
い
活
躍
を
し
、
総
合

一
位
と
す
ば
ら

し
い
成
績
を
お
さ
め
、
夏
季
大
会

へ
と

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

こ
の
冬
季
大
会
で
は
、
各
会
場
で
の

住
民
の
果
し
た
役
割
も
大
き
く
、
全
国

か
ら
参
加
し
た
各
選
手
か
ら
好
評
を
得

て
い
ま
し
た
。

上
田
市
で
も
秋
季
大
会
種
固
め
軟
式

庭
球
と
高
校
軟
式
野
球
が
十
月
十
六
日

か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

全
国
か
ら
参
加
す
る
選
手
が
全
力
を

出
し
き

ゥ
た
プ
レ
ー
が
で
き
、
大
会
が

成
功
す
る
よ
う
、
市
民
一
人
一
人
が
国

体
に
参
加
す
る
つ
も
り
で
暖
か
く
迎
、
え

る
と
と
も
に
、
大
会
運
営
が
と
ど
こ
お

り
な
く
行
わ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
や
ま
び
事
}
国
体
を
成
功
さ
せ
よ
う
」

の
一
回
目
と
し
て

、
な
ん
ら
か
の
形
で

国
体
に
参
加
し
よ
う
と
考
、ぇ
、
国
体
会

場
と
街
を
花
で
飾
ろ
う
と
、
花
づ
く
り

一)ーベ9'-ー一ーー昭和53年 5月1日 広報

努
襲
撃
醤
繋
'
童
話
謀
議
議

議
議
謀
議
霊
諜
護
榊謀議

花
で
会
場
を
埋
め
つ
く
そ
う

花
づ
く
り
で
国
体
参
加
の
老
人
ク
ラ
ブ

の
準
備
を
進
め
て
い
る
お
年
寄
り
の
集

り

「
福
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
を
紹
介
し

少す
。

こ
の
連
合
会
は
、
市
内
各
地
区
の
老

人
ク
ラ
ブ
百
四
十
五
、
約
九
千
七
百
名

が
集

っ
て
各
種
の
行
事
を
行

っ
て
い
る

会
で
す
。

花
つ
く
り
を
計
画
し
た
の
は
昨
年
の

六
月
で
、
こ
の
年
行
わ
れ
た
全
日
本
実

業
団
軟
式
庭
球
大
会

(
国
体
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会

)
の
市
営
庭
球
場
を
サ
ル
ビ
ア

7

リ
l
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
、
色
と
り
ど
り

の
花
で
飾
り
、
同
大
会
の
ふ
ん
い
気
を

盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
番
の
や
ま
び
こ
国
体
に

向
け
て
、
昨
年
秋
か
ら
菊
を
主
体
と
し

た
花
づ
く
り
を
計
画
、
市
の
メ
ー
ン
ス

ト
リ
ー
ト
、
会
場
に
な
る
市
営
庭
球
場

岡
野
球
場
な
ど
を
菊
、
マ
リ

l
ゴ
ー
ル

ド
、
ア
ゲ
ラ
ダ
ム
な
ど
約
一
万
五
千
本

の
花
で
埋
め
つ
く
そ
う
と
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

市
内
の
三
十
地
区
以
上
で
花
を
栽
培

約
二
千
人
の
お
年
寄
り
が
参
加
す
る
計

画
で
、
五
月
中
旬
に
行
う
菊
の
苗
の
植

つ
け
を
は
じ
め
、
六
月
中
に
は
す
べ
て

の
花
の
種
ま
き
を
終
え
、
お
年
寄
り
独

得
の
ね
ば
り
で
花
を
丹
精
に
育
て
、
九

月
下
旬
に
フ
ラ
ワ
ー
ポ

ソ
ト
へ
移
植
、

十
月
上
旬
ま
で
に
各
会
場
な
ど
へ
の
飾

り
つ
け
を
行
い
、
国
体
気
分
を
一
気
に

蟻
り
上
げ
る
予
定
で
す
。

福
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
樋
口
さ

ん
は
「
昨
年
行

っ
た
結
果
、
皆
さ
ん
大

変
熱
心
で
と
て
も
り

っ
ぱ
な
花
が
つ
く

れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
計
画
も
早
目
に

立
て
、
昨
年
を
上
回
る
り

っ
ぱ
な
花
を

飾

っ
て
国
体
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
、
わ
ね

年
寄
り
の
心
意
気
を
お
見
せ
し
ま
す
」

と
自
信
と
熱
意
の
ほ
ど
を
語

っ
て
い

ま

し
た
。

十
月
十
六
日
、
秋
晴
れ
の
空
の
下
フ

ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
開
幕
す
る
や
ま
び
こ

こいのぼりを立てるとき、納めるときは電線に注意しまし

ょう 。特に金属製のポールは危険ですから注意してくださ

い。 ポー/l.+こい+安全距離をじゅうぶんとって立てまし

つ

感電事故が増えています

コイのぼりに注意しょ

営
林
署
で
育
て
た
緑
化
木
苗
木
の
即

売
会
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
家
庭
や

職
場
の
緑
化
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

と

き

l
五
月
十
一
日
閥
、
十
四
日
同

国
体
開
催
の

当
日
、
市
内

の
お
年
寄
り

全
員

の
心
づ
く
し

の
花
が
、
全
国
か
ら

参
加
す
る
各
選
手
に
曜
か
く
ほ
ほ
え
み

か
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

2人以上で行いましょう 。ょう 。風のない時を選んで、

-・、
.. 
‘
 

‘
 

‘
 

‘、
‘、
、.、、
、、
、
¥
 、
、
‘、、、

『

の
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

と
こ
ろ

1
東
部
町
和
和
緑
化
事
業
所

山
火
事
を坊
ご
う

山
火
事
が
起
り
や
す
い
季
節
で
す
。

山
菜
取
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
で
山
に
入
る

時
は
、
タ
バ
コ
の
火
な
ど
に
じ
ゅ
う

ぶ

ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。



一
行
動一一一一一桜丸の信州題統一
1
y
v
u
F
醸
の

F

訓話題点……
υ

………ん………“ーがあ…

tJJ……W一のγ
……話一町一一一題一一踏ん……一

市
民
体
育
館
南
側
に
、
新
し
い
弓
道
場
(
写

真
右
)
が
完
成
、
弓
道
愛
好
者
の
皆
さ
ん
が
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。
こ
の
弓
道
場
は
、

十
人

が
並
ん
で
射
る
こ
と
が
で
き
る
大
き
な
も
の

で
約
二
千
五
百
万
円
の
費
用
が
か
か
り
ま
し
た
。

だ 昭和53年 5月 1日一一一一ー(1曲目『_* 766号 (駒話語綴朝一一広報
、四時間一回目白山一J

市民体育館南に弓道場完成

えつ766号ー

上田真田歌舞伎

20周年記念公演

素人の歌舞伎愛好者が集ま って行っている「上田

真田歌舞伎研究会」が、 4月16日、20周年記念公演

を行い、招待したお年寄 りなどか ら盛大な拍手を受

けました。この歌舞伎は、大正年代から演じられて

きた古い歴史をもっていますが、最近、若い人の感

心が;うすく、後継者がなく、公演もあやぶまれがち

でしたが、東京の落語愛好者や市内の青年 2人の友

情出演があ り、り っぱな公演ができま した。(写真

左は、摂州合邦辻の一場面)

施
し
て
い
ま
す
。

き
あ
/
あ
る
た
も
参
加
し
て
毎
日
二

キ
ロ
メ
ー
ト

ル

h
h捷
h
r
いb
いま
り

Eともな

された

見の厳正

さら

部落解放運動の役割果す会館完成

部落解放運動の役割りを果す、中央解放会館

(写真右上)が、常磐城 1丁目 の市民体育館北

側に 3番目の解放会館として完成しました。こ

の解放会館は約1，300万円を費して建設された

鉄筋 コンクリート 2階建て、延面積約 400m'で

相談室、保健衛生室、 教養娯楽室、生活改善室

などがあり、これからの活動に大きな役割を果

すこ とでしょう。

して、

の徴収

裁 を経

社会人への門出を祝い
新卒就職者激励会開く

入繁理

今春、学校を卒業して上田市、丸子町

東部町の企業に就職した皆さ ん約 750名

の門出を祝う「新卒就職者激励会J(写真

右下)が市民会館で聞かれました。主催

者の激励あいさつを受けたあと記念品の

アルバムを受けた、新就職の皆きんは、

記念講演やアトラクシヨンのお楽しみ抽

せん会などで楽しいひとときをすごし ま

した。

う十分

1.1.二、

検似の

f二、、
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市
役
所
市
民
課
内
に
あ
る
「
高
年
齢

者
職
業
相
談
室
」
で
は
、
退
職
さ
れ
た

り、

「
ま
だ
働
く
の
だ
」
と
意
欲
の
あ

る
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
の
職
さ
が
し
の

お
手
伝
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

同
相
談
室
で
は
、
二
人
の
相
談
員
が

上
回
公
共
職
業
安
定
所
と
密
接
な
連
絡

を
と
り
、
皆
さ
ん
の
就
職
に
つ
い
て
「
あ

っ
せ
ん
」
「
紹
介
」
の
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

豊
か
な
経
験
を
社
会
の
た
め
に
生
か

し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
老
後
を
楽

し
む
た
め
、
思
い
き
り
働
い
て
見
ま
せ

ん
カ
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
相
談
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

(
宮
@
四

一
O
O
内

線
二
七
七
有
線
②

O
七
O

二

えつ一ω一一一一昭和53年 5月1日 広報

県
教
育
委
員
会
で
は
、
や
ま
び
こ
国

体
に
ち
な
ん
で
、
健
康
維
持
と
体
力
づ

く
り
を
白
的
に
「
世
界
一
周
囲
万
キ

ロ

メ
ー
ト
ル
を
生
涯
で
走
る
」
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

き
あ
/
あ
な
た
も
参
加
し
て
毎
日
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

づ
っ

走
り
、
「
や
ま
び

こ
国
体
」
記
念
章
や
記
念
銅
・
銀
・
金

メ
ダ
ル
を
手
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参

加
を
望
む
人
は
次
に
よ
り
市
教
育
委
員

会
か
公
民
館
で
記
録
カ
ー
ド
を
受
け
取

っ
て
今
日
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

資

格

l
特
別
な
規
定
は
な
く
だ
れ
で

も
参
加
で
き
ま
す
が
、
始
め
て
走
る

人
、
お
年
寄
り
は
医
師
の
診
断
を
受

け
て
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

方
法
リ
一
日
一
回
必
ず
二
キ
ロ
メ
|

ト
ル
走
り
ま
す
(
歩
い
て
も
よ
い
)

走
っ
た
ら
、
市
教
育
委
員
会
体
育
課

か
公
民
館
で
受
け
取
っ
た
「
記
録
カ

ー
ド
」

へ
毎
日
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
分

づ
っ
記
入
し
て
行
き
ま
す
。

記
録
カ
ー
ド
は
百
日
走
り
終
っ
た

ら
、
必
要
事
項
を
全
部
記
入
し
て
返

信
封
筒
(
自
分
の
宛
先
記
入
六
十

円
切
手
を
は
る
)
を
同
封
し
て
、
長

野
県
教
育
委
員
会
体
育
課
(
〒
捌
長

野
市
南
長
野
字
巾
下
六
九
二

l
二
)

へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

達
成
賞

1
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
走
る
と

や
ま
び
こ
国
体
記
念
章
。
四
百
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
走
る
と
記
念
銅
メ
ダ
ル
。

八
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
走
っ
て
記
念
銀

メ
ダ
ル
。

一
千
六
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

走
る
と
記
念
金
メ
ダ
ル
が
も
ら
え
ま

す
。

お
問
合
せ

1
長
野
県
教
育
委
員
会
体
育

課
(
告
長
野
@
四

O
三
四
)

市民税課

所得控除額等について、誤認めないよう課税の厳正

を図られたい。

軽自動車税については、賦課期日後の異動にと もな

う調定に誤りのないよう十分注意して事務処理さ れた

また、減免の適用については検討されたい。

資産税課

在来家屋の再調査は、税の公平を期するため、 さら

に推進を図られたい。

収税課

市税滞納繰越分の収納率は、前年同期に比較し て、

低下している状況であり、年度末を控えて一段の徴収

努力を期待したい。

定期監査の結果公表

守
正申じ

小池
多田

上田市監査委員

同

部

市民課

各種補助金の関係書類については、所定の決裁を経

られたい。

また、備品台帳は、品目別分類に注意して記入受理

されたい。

生民

昭和52年 12月20日から昭和53年 3月20日までの聞に

行った定期監査の結果について次のとおり公表しますo

b監査の内容d
財務並びにこれに関連する事務め執行状況などにつ

いて。

b監査の結果b

各所管における財務に関する事務の執行については

おおむね適正に処理されているものと認められた。

なお、一部の指摘事項については、検討を加えて適

切な処理につとめられたい。

また、行政の多様化に伴い、増大する事務処理にあ

たっては、常に能率化に意を用いて、効率的執行に配

慮されるよう望むものである。

音日

市民会館

使用料は、収入所属年度区分に誤りのないよう十分

注意されたい。

工商応急工事課

業者へ委託する工事の請書は、見積書の金額によら

れたい。

また、工事費は、工事完成後に支払いすべきもので

あるので、支出票の起票日に留意されたい。

消防部

備品台帳は、所掌区分ごとに正確に記入し、また 、

新規取得物品につレては、登載もれのないよう検収の

つど区分して整理されたい。

川西支所

手数料は、予算科目によって正確に処置されたい。

音E
庶務課

備品台帳は、品目別分類に留意して記入整理された

また、各種文書の取扱いについては、文書規程に基

づいて運用の統ーを図るよう検討、指導されたい。

務キ念
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!今年も、市の有休地を家庭菜園に開放

:しました。ピニ ルテープで区画され

'た菜園では、休日を利用した家族連れ

;が、苗を植えたり、種をまいたり暖か
;な陽をいっぱいにあぴて畑仕事を楽し

:んでいます。

果
樹
園
の
近
く
で
は

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
を
植
え
る
の
は
や
め
よ
う

〈
赤
星
病
防
止
の
た
め
〉

えつ_~ 766号 甥溜縦割一一広報

最
近
、
リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
に
赤
星
病
が

多
発
し
、
栽
培
農
家
が
こ
ま
っ
て
い
ま

す。
赤
星
病
と
は
、
一
種
の
病
原
菌
が
葉

に
寄
生
す
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
病

気
で
、
リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
の
葉
に
寄
生
す

る
と
、
そ
の
品
質
や
生
産
性
を
阻
害
し

て
し
ま
う
悪
質
の
病
原
菌
で
す
。

こ
の
赤
星
病
菌
は
、
リ
ン
ゴ
や
ナ
シ

と
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
の
聞
を
行
き
き
し
て

い
て
、
あ
る
期
間
は
必
ず
ピ
ャ
ク
シ
ン

類
で
生
活
し
丘
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
果
樹
園
の
近
く
に
ビ
ャ

ク
シ
ン
類
が
摘
、
え
ら
れ
る
と
、
こ
の
病

原
菌
を
増
殖
し
飛
散
さ
せ
る
結
果
に
な

り
ま
す
の
で
、
次
の
ビ
ャ
ク

ン
ン
類
を

'606号~

マ
議
員
定
数
ム

選
挙
区
域
大
字
別
所
温
泉
全
域

定

数

庁

担

庭
木
な
ど
に
植
、
え
な
い
よ
う
皆
き
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
と
は
、
ヒ
ノ
キ
科
ビ

ャ
ク
シ
ン
属
に
入
る
「
ビ
ャ
ク
シ
ン
」

「
イ
ブ
キ
ビ
ャ
ク
シ
ン
(
カ
イ
ズ
カ
イ
ブ

キ
)
」
「
ハ
イ
ビ
ャ
ク
シ
ン
」
「
ミ
ヤ
マ
ハ
イ

ビ
ャ
ク
シ
ン
」
な
ど
の
樹
木
で
す
。

な
ど
が
飛
散
し
ま
す
の
で
、
夕
方
か
ら

気
温
が
下
が
り
、
風
が
少
く
好
天
気
の

場
合
な
ど
、
霜
が
予
想
さ
れ
る
日
は
、

前
夜
か
ら
屋
外
へ
干
し
物
な
ど
だ
き
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
毎

日
霜
に
関
す
る
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す

の
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

孟
同
納
付一一
3

・
綿
一時男一{エ一一一以潜
…一浩孔
戸
p
ye

四
十
八
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
で

き
た
「
特
別
土
地
保
有
税
」
は
、
毎
年

申
告
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
年
も
該
当
す
る
人

は
、
納
期
限
ま
で
に
申
告
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

期
限
ま
で
に
申
告
の
な
い
場
合
は

延
滞
金
、
加
算
金
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
受
け
ら

れ
る
べ
き
非
課
税
や
課
税
免
除
の
制
度

も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す。〈
課
税
免
除
〉

五
十
三
年
度
の
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
り
、
課
税
対
象
と
な
る
土
地
が
、
恒

久
的
な
建
物
や
構
築
物
な
ど
に
使
わ
れ

る
土
地
、
ま
た
は
そ
の
他
の
施
設
用
地

と
し
て
計
画
的
に
利
用
さ
れ
る
と
認
め

ら
れ
た
場
合
は
、
特
別
土
地
保
有
税
が

免
除
さ
れ
る
制
度
か
で
き
ま
し
た
。

こ
の
規
定
に
あ
て
は
ま
る
と
恩
わ
れ

る
人
は
、
申
告
期
限
ま
で
に
申
告
と
あ

わ
せ
て
課
税
免
除
の
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
該
当
者
・
申
告
納
付
期
限
〉

昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
同
五

十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
-
ま
で
に
、
市

内
に
取
得
し
た
土
地
を
五
千
平
方
灯
以

上
保
有
し
て
い
る
人
は
、
五
月
三
十
一

日
ま
で
に
申
告
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
五
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
同
五

十
三
年
の
六
月
三
十
日
ま
で
に
、
市
内

に
土
地
を
五
千
平
方
灯
以
上
取
得
し
た

人
、
ま
た
は
取
得
す
る
人
は
、
八
月
三

十
一
日
ま
で
に
申
告
納
付
し
て
く
だ
き

〈
諜
税
標
準
と
税
率
〉

信
州
青
年
希
望
の
船
「
海
洋
セ
ミ
ナ

ー
」
の
団
員
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
早
目
に
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

資

格

l
二
十
歳
か
ら
三
十
五
歳
ぐ
ら

い
ま
で
の
勤
労
青
年
。

負
担
金

l
一
人
当
り
十
四
万
円
。

募
集
人
員

1
十
九
名

募
集
期
限

l
五
月
三
十
一
日
ま
で
。

申
込
先
・
お
問
合
せ
M
H
上
田
市
公
民
館

(
宮
@
O
七
六
O
)

セ
ミ
ナ
ー
期
間

l
八
月
七
日
聞
か
ら
八

月
二
十
日
同
ま
で
。

く
だ
さ
い
。

資

格

1
五
十
三
年
五
月
一
日
現
在
で

対
象
者

l
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
重
度
の
障
害
者
(
一
・
二
級
)
の

特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
標
準

(税

金
の
対
象
と
な
る
額
)
は
、
そ
の
土
地

の
取
得
金
額
で
す
。

税
税
率
は
、
五
月
三
十
一
日
に
申
告
納

付
し
て
い
た
だ
く
土
地
保
有
分
は
、
一

・
四
%
。
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
申
告

納
付
し
て
い
た
だ
く
土
地
取
得
分
は
、

三
・
O
%
で
、
課
税
標
準
額
に
税
率
を

乗
じ
た
額
が
税
額
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
土
地
保
有
分
に
つ
い
て
は
、

固
定
資
産
税
に
相
当
す
る
額
。
土
地
取

得
分
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
取
得
税
に

相
当
す
る
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

資
産
税
課
土
地
係
(
宮
@
四
一

0
0

内
線
二
三
六
有
線
②
O
六
八
二

コ
ー
ス
1
神
戸
1
香
港
l
マ
ニ
ラ

1
神

一戸

使
用
船

1
コ
ー
ラ
ル
プ
リ

ン
セ
ス
号

(
英
国
船
)

別
所
温
泉
財
産
区
議
会
議
員
選
挙
を

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

マ
任
期
満
了
年
月
日
ム

昭
和
五
十
三
年
六
月
六
日

マ
選
挙
告
示
日
ム

昭
和
五
十
三
年
五
月
二
十
二
日
開

マ
立
候
補
届
出
締
切
り
ム

昭
和
五
十
三
年
五
月
二
十
三
日
同

本
人
に
代
っ
て
代
理
の
人
の
申
出

も
、
郵
便
に
よ
る
申
出
も
受
付
け
ま



マ
議
員
定
数
ム

選
挙
区
域
大
字
別
所
温
泉
全
域

定
数
十
名

マ
投
票
日
ム

昭
和
五
十
三
年
五
月
二
十
九
日
間

く
だ
さ

い
。

資

格

1
五
十
三
年
五
月
一
日
現
在
で

満
二
十
歳
か
ら
三
十
八
歳
ま
で
の
女

性
。
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
。

必
要
.
類

1
自
筆
の
履
歴
書
お
よ
び
戸

籍
抄
本
各
一
通
。

受
付
期
間

1
五
月
十
五
日
間
ま
で
。

仕
事
・
人
員
l
主
と
し
て
寝
た
き
り
老

人
の
介
護
を
す
る
人
若
干
名
。

お
問
合
せ

1
長
寿
園(
宮
⑮
一
二
一
六
O
)

F
J
3
P
3
2
5
P
3
;
h
z
p
h
z
J
3
P
5
3
3
p
h
z
J
3
J
h
z
P
3
3
3
P
3
3
3
d
 

ぷ

勢

場

選

懇

磁

場

、

一

〈

ね

た

き

り

予

防

教

室

〉

一

五
月
末
(
期
日
未
定
)
、
上
野
が
丘
公
民
館

m

上
田
市
公
民
館
、
城
南
公
民
館
で
聞
き
ま
す
。

W

川
西
、
塩
田
地
区
は
開
催
済
み
で
好
評
で
し

w

た
。
一
人
で
も
多
く
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

町

〈

市

老

人

ク

ラ

ブ

連

合

会

総

会

〉

州

五
月
十
一
日
嗣
上
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

-w

〈

各

地

の

行

事

〉

一

マ
上
田
市
公
民
館

l
野
外
活
動
研
修
(
菅
平
)

F

五
月
下
旬

i
六
月
上
旬
。

W

マ
上
野
が
丘
公
民
館

l
「
老
人
の
願
い
」
講
演
柑

会
、
五
月
中
旬
。

内

マ
塩
田
公
民
館

1
地
区
、
自
治
会
単
位
の
教
養
山

講
座
。

a'

え

老人のための

明るいまちだより

つ一(13)-一昭和53年 5月1日 広報

ー
、
老
人
を
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
。

2
、
老
人
の
能
力
を
生
か
し
、
生
き
が
い
を
高
め
る
。

3
、
老
人
と
心
が
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り
。

ぐ
ち
っ
ぽ
〈
な
っ
た
り
、
く
ど
く
な
っ

た
り
、
さ
び
し
く
な
っ
た
り
、
気
短
か

に
な
っ
た
り
、
お
せ
っ
か
い
に
な
っ
た

り
は
、
老
化
現
象
の
一
歩
前
進
。

上

田

市

教

育

長

滝

沢

石

(
推
進
協
議
会
委
員
)

i議事義務秀樹

--'_‘ 
老人福祉センターで囲碁を楽しむ

コて女募次 ・ぺ:a:，_..... 手 対
l 申性集に上 川 e 君 父びだち 続現人 の 象
ス込でしょ因 。:，}:::::ilA:::市きに方在で重 者

11 ん希まり市 0 ・ (::/t::~初日 福いな法 )満度 11
水で望す、動 。:i{{::::)}~祉 。つ 1 1 以六 の身
曜くすの 着労 ~~~~~~~:~~~~~~~~~t~~~~~~~ ・顎帯。事 申て身上歳障 体
コだるで物 青。叫:清写司、J 務込、体の (害障
|き人 、着少 嵩窪E通ie所用郵障人五者 害
スいは二付年 a狸盤に紙便害 u 十(者
木 。、 十教ホ 白握。温藍理~あは局者 三 一手
間 必五室| 。逼暫.無り郵へ手 年・ 帳
tT ず歳のム ・1:1Ei:i:iど ま便申帳 四二 を
7 来ま生で滋:~き 5 すー局出を 月級 お
ス 館で徒は ・e・:;::::::::::;:::' 。おてお ー)持

しのを、':::::::::::::::::::::::~:~:~:~:~:~:~:~:~:~ よ く 持 日 の ち

本
人
に
代
っ
て
代
理
の
人
の
申
出

も
、
郵
便
に
よ
る
申
出
も
受
付
け
ま

す
。
た
だ
し
、

郵
便
に
よ
る
場
合
は

身
体
障
害
者
手
帳
番
号
、
級
別
、
住

所
、
ま
た
は
居
所
、
氏
名
お
よ
び
生

年
月
日
を
記
入
の
う
え
押
印
し
て
ポ

ス
ト
へ
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
期
間
l
五
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

と

き

l
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
同
八

時
三
十
分
ま
で
。
六
月
、

七
月
の
二

か
月
問
。

受
講
料
・
定
員
l
一
千
五
百
円

(
二
か

月
分
)
。
各
コ
l
ス
と
も
十
二
名
。

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

お
問
合
せ

1
上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
(
宮
⑫
七
二
七

)
担わない人への思いやり

大切なエチケットです。

み
ん
な
の
街
で
す
。
美
し
く

吸
い
が
ら
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
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は
物
価
の
値
上
り
で
生
活
は
た
い

へ
ん
々
は
、
自
分
た
ち
の
カ
で
解
放
し
な
く
く
訴
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
全
国
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

で
し
た
。

て
は
な
ら
な
い
と
目
ざ
め
ま
し
た
。

水
平
社
は
「
人
間
は
す
べ
て
水
糾
弾
は
、
水
平
社
の
は
じ
め
ご
ろ
、

大
正
七
年
、
民
衆
の
不
満
が
つ
い
に
大
正
十
一
年
三
月
三
日
、
解
放
を
願
面
の
よ
う
に
平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
差
別
は
、
「
封
建
的
な
考
え
方
」
が
残

爆
発
し
、

富
山
県
の
漁
村
の
主
婦
が
米
う
部
落
の
人
々
は
、
全
国
か
ら
京
都
岡
い
。
」
と
い
う
思
想
か
ら
名
づ
け
ら
れ
っ
て
い
る
の
だ
と
し
た
た
め
、
個
人
に

屋
に
押
し
か
け
、
米
の
安
売
り
を
要
求
崎
公
会
堂
に
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
数
協
調
的
な
融
和
主
義
で
は
な
く
、
差
別
対
す
る
糾
弾
が
多
か
っ
た
が
、
だ
ん
だ

し
た
の
を
契
機
に
全
国
的
な
米
騒
動
に
は
三
千
人
を
越
え
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
撒
廃
の
た
め
闘
争
す
る
こ
と
を
掲
げ
、
ん
差
別
は
、
社
会
的
関
係
に
あ
る
と
と

発
展
し
ま
し
た
。
部
落
の
人
々
は
そ
の
の
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

部
落
解
放
運
動
に
と
っ
て
は
歴
史
的
に
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
部
落
の

先
頭
に
立

っ
て
運
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
有
名
な
創
立
宣
言
が
、
「
人
大
き
な
意
義
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

人
を
差
別
し
た
個
人
の
み
で
な
く
、
役

政
府
は
、
事
件
を
起
こ
し
た
の
は
、
の
血
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
。
」
差
別
へ
の
怒
り
は
、
差
別
す
る
者
に
所
や
裁
判
所
や
軍
隊
な
ど
に
対
し
て
も

「
部
落
の
人
々
だ
。
」
と
差
別
を
あ
お
と
高
ら
か
に
決
議
き
れ
ま
し
た
。

対
し
て
徹
底
し
て
そ
の
ま
ち
が
い
を
正
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
闘
い
に
よ
っ
て

大
正
三
年
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
日
り
、
国
民
の
政
府
に
対
す
る
反
感
を
そ
そ
の
宣
言
に
は
、
部
落
解
放
は
、
部
す
糾
弾
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
部
落
の
人
々
の
自
覚
が
高
ま
り
、
世
間

本
の
資
本
主
義
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
ら
そ
う
と
し
ま
し
た
。

落
の
人
々
が
団
結
し
、
自
ら
の
力
で
闘
が
、
水
平
社
運
動
の
中
心
に
据
、
え
ら
れ
、
の
人
に
も
差
別
が
ま
ち
が
い
で
あ
る
こ

ま
し
た
。
反
面
、
労
働
者
や
農
民
た
ち
し
か
し
、
こ
れ
を
機
会
に
部
落
の
人
い
と
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
強
水
平
社
の
組
織
は
燃
、え
る
よ
う
な
勢
い
と
を
わ
か
ら
せ
て
い
き
ま
し
た
。
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踏

入

二

(

踏

入

)

八

四

山

岸

も

い

さ

ん

坂

本

一

二

三

き

ん

諏

訪

形

七

O

上

原

勝

き

ん

浦

野

八

五

斉

京

ハ

ル

さ

ん

天

神

四

(

南

天

神

町

)

平

田

智

之

さ

ん

諏

訪

形

O

丸

田

袈

裟

雄

き

ん

岡

六

八

常

磐

城

一

(

西

脇

)

市

川

俊

平

さ

ん

田

中

キ

ク

ノ

さ

ん

滝

沢

仁

子

さ

ん

仁

古

田

七

七

大

滝

ノ

ブ

き

ん

常

入

一

(

踏

入

)

中

央

一

一

(

本

町

)

小

林

清

喜

き

ん

仁

古

田

五

二

大

手

二

(

大

手

町

)

中

村

ふ

さ

じ

さ

ん

千

曲

町

甲

田

新

造

さ

ん

関

う

め

の

さ

ん

越

戸

七

九

都

筑

賢

吉

き

ん

竹

節

繁

二

郎

さ

ん

諏

訪

形

常

磐

城

三

(

諏

訪

部

)

金

沢

梅

太

郎

き

ん

赤

坂

七

九

中

央

一

一

(

横

町

)

根

岸

勝

三

き

ん

西

野

竹

長

谷

川

亀

蔵

き

ん

金

沢

治

雄

き

ん

岩

清

水

五

九

武

田

文

雄

さ

ん

中

村

政

春

き

ん

久

保

林

国

分

二

上

堀

)

小

菅

福

治

さ

ん

下

郷

八

二

中

央

一

(

下

常

田

)

小

林

恒

太

郎

き

ん

箱

山

三

枝

さ

ん

武

田

正

予

さ

ん

十

人

六

O

小

日

向

な

っ

さ

ん

長

島

常

回

二

中

常

田

)

中

央

五

(

新

田

)

鈴

木

ト

メ

き

ん

下

之

郷

八

九

大

日

方

多

美

子

き

ん

上

塩

尻

平

林

み

ち

さ

ん

国

分

村

上

福

野

さ

ん

林

土

金

治

さ

ん

六
川
千
代
き

ん

大

久

保

窪

田

み

ど

里

さ

ん

諏

訪

形

緑

が

丘

三

(

緑

が

丘

西

)

常
田
二
(
下
常
田
)

内

国

土

口

平

さ

ん

土

屋

善

次

郎

さ

ん

宮

島

健

こ

さ

ん

上

塩

尻

関

田

藤

芳

さ

ん

鈴

子

常
磐
城
四
(
生
塚
)

中
央
西
二
(
西
脇
)

成

沢

幸

平

さ

ん

小

林

よ

し

江

き

ん

大

湯

佐

藤

福

三

郎

さ

ん

種

村

健

司

さ

ん

常

磐

城

三

(
諏
訪
部
)

村

田

鉱

士

口

き

ん

中

野

材
木
町
二
材
木
町
)

常
入
一

(
染
屋
)

山

浦

可

免

志

き

ん

川

辺

町

検

閲

信

き

ん

五

加

山
崎
善
一
郎
き

ん

竹

本
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